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未来を支える看護

当学科の教育理念,教 育 目標は次の とお り

である。

○教育理念

生命の尊厳に基づいた,心 豊かで総合的な

人間教育を基盤として,創 造的で国際的･学

際的視野に立った論理的･倫 理的な看護実践

能力を育成し,看 護学の発展および地域･国

際社会に貢献する。

○教 育 目標

ヒューマンヘルスケアを目指した高度な専門

看護教育

1)人 間性を養う

2)柔 軟な思考力を養う

3)科 学的探究の態度を養う

4)協 働･連 携の能力を養う

資料1 対話法 練習課題

初 心 者 の た め の 技 法1)

昔話で,「 うなずき→繰 り返 し→確認」を練習する。

話 し手は,昔 ばな し 「桃太郎」を,聴 き手に語りかけるよう

にゆっくり話 して ください。

聴き手は 「桃太郎」の話を聴きながら,適 宜うなずいた り,

言葉を繰 り返 した りしながら,内 容を確認 してくだざい。聴

き手が,話 の内容について繰 り返 した り,確 認 したりした時

は,話 をすることを止めるなど,話 の流れを調整 して続けて

ください。

むか し むか し あ る と ころ に

お じい さん と お ば あ さん が い ま した。

お じい さん は 山へ しば か りに

お ばあ さん は 川 へ 洗濯 にい き ま した。

5)学 際的能力を養う

6)国 際的視野を養う

○ カ リキュラムの特色

福岡大学は,80年 の歴史 と伝統を有する

西日本屈指の総合大学である。教育課程の組

み合わせは,「共通教育科目」「専門基礎科目」

「専門教育科目」から成り,1･2年 次では主

に共通教育科目と専門基礎科目を学び,3,4

年次と学年が進行するに従って専門教育科目

が増え,看 護師,保 健師,養 護教諭などの資

格要件に必要な専門性の高い教育内容となる。

コミュニケーションスキル向上の

教育の流れと用いる教材

講義の中で行 う演習は次の とお りである。

1)DVD「 ケア リングにおけるコ ミュニケー

シ ョンを科学する」の視聴 約40分

学生 によるコミュニケーシ ョンの実際を視

聴 し,お 手本を学ぶ。

2)昔 話 「桃太郎」 や 「鶴の恩返 し」 よ り,

うなずき･繰 り返 し･確 認の技法獲得の

演習(資 料1)を 行 う。

3)コ ミュニケーシ ョン振 り返 りシー ト(資

料2)

学生が話 し手･聴 き手･観 察者の役割を担

い,基 本的に3人 一組で演習を行 う。

4)SST

5)エ ゴグラム

自己理解･他 者理解･人 間関係をよくす る
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人間関係論振り返りシート

ためのグループワーク2)。

テーマは 「な りたい自分 を見つけよう」

6)応 答技法の再構成

ここでは,患 者 とのコミュニケー ション場

面 で気になる場面を想起(会 話場面のプロセ

ス レコー ド化)し,振 り返 り考察す る。それ

に よ り,学 生 の抱 いた ジレンマを明 らかに

し,看 護 的な対人関係を発展 させる。

7)流 れ星

教員が口頭で伝えた文章を白紙に描いて も

らい,TWO WAYコ ミュニケ ーシ ョンの重

要 さを学ぶ2)。

8)ア サーテ ィブコミュニケーシ ョン事例

事例を用いて,ア サーティブコミュニケー

シ ョンの練習を行 う。 自己主張ができない と

自信がない学生へ,精 神的健康の向上 も含め

た演習を行 う。

コミュニケーションスキル

向上の教育

○大学入学後の初期段階における,

コミュニケーションスキルを高める教育

コミュニケーションとは,人 間対人間の関

係を確立できるようにし,そ のことによって

看護の目的を実現させるプロセスである3)。

学生 は日常でコ ミュニケーシ ョンを行 ってい

るが,自 分のコ ミュニケーシ ョンの傾向を 自

覚 していることは少ない。聴 き手 の言語的･

非言語的表現が話 し手 にどのような影響を与

えるかを実際 に体 験す る こ とで,自 己の コ

ミュニケー ションの傾 向を振 り返 り,今 後の

コミュニケーシ ョンスキルの課題 を見いだす

ことにつながる。

当学科 は,2年 次の後期に基礎看護学実習

1･Ⅱ とヘル スプロモー シ ョン実習があ り,

3年 次後期 に集中 して各専門領域実習が行わ

れる。その際に,学 生はコミュニケーシ ョン

に悩み,自 分のコミュニケーシ ョン能力のな

さに 自信を失 うこともある。一方,大 学入学

後の1年 次生は,新 たな友人関係 や学業,実

習への不安 を抱 えてい る。 そ こで,2012年

度の入学後初期段階か らコミュニケーシ ョン

スキルの向上を 目指 した教育 に取 り組み,そ

の効果を検討 した。

また,2014年 度は図1に 示す よ うに,講

義の中でコ ミュニケーシ ョンとは何かな ど基

本的 な コミュニケー シ ョンの スキルを理解

し,さ らに机上で理解 したコ ミュニケーシ ョ

ンスキルの要素の重要性を さまざまな演習を

通 して体験す る。最後に,講 義･演 習を統括
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コミュニケーションスキルを

高める教育プロセス

して学生同士でコ ミュニケーシ ョンスキルを

活用 し,今 後の課題を検討する という教育の

プロセスを実施 した。

本稿 では,2012年 度,2014年 度に行 った

コミュニケーシ ョンスキルを高める教育方法

の検討5)に ついて紹介す る。

○2012年 度 の コ ミ ュニ ケ ー シ ョン

ス キ ル を 高 め る 教 育 方 法4)

○対 象 者:看 護 系 大 学 に在 籍 して い る

1年 次 生

1年 次生の人間関係論の演習の中で,第1

セッション 【コミュニケーションの基本フォー

ムの獲得 】,第2セ ッシ ョン 【確認の技法の

獲得】および第3セ ッシ ョン 【コミュニケー

ションスキルの獲得】の演習を行 った者が対

象である。

○演 習 方 法 の 具 体 的 な 内容

第1セ ッシ ョン

【コミュニケーシ ョンの基本フォームの獲得】

基本 的な コミュニケーシ ョンスキルの獲得

を 目的に,3,4人 の メンバーで話 し手 と聴

き手,お よび観察者を構成 し,話 し手が 「昔

話」をゆっ くり話 し,聴 き手が聞いた話の内

容 を繰 り返 し,確 認す る方法 を行 う。

用 いた教材 は,先 述 したDVDと 昔話 であ

る。 まずDVDを 視聴 し,う なずきや繰 り返 し

の基本的なコミュニケー シ ョンスキルを理解

する。その後,昔 話を利用 して,う なずきや

繰 り返 しの実践を行 う。 「昔話」 を用いた理

由は,一 文が短い文章で構成されてお り,主

語 と述語が明確であ り,か つ分か りやすい語

彙 で表現 され てい るか らであ る4)。 ここで

は,句 点の部分で,う なず きや繰 り返 し,確

認のタイ ミングをつかむ ことができる。

第2セ ッシ ョン 【確認の技法の獲得】

確 認の技 法 の獲 得 を 目的 に,メ ンバー を

シャッフル して,話 し手が聴き手に対 し,1

週間か ら1カ 月の間 にあ った 「楽 しか った,

うれ しかった,つ らか った出来事」な ど,そ

の人 の感情が分かる内容の話を2分 程度 で話

す。聴 き手 はその話 の中の 「言 った こと」「言

いたいこと」の内容 を確認す る方法を行 う。

第3セ ッシ ョン

【コミュニケーシ ョンスキルの獲得】

コミュニケー シ ョンスキルの獲得の まとめ

として,聴 き手がSST(Social Skills Training:

社会生活技能訓練)の 基本訓練モデルの演習

を通 して,話 し手が言ったことを確認する方

法を行 う。

SSTは,学 生6～7人 程度を1グ ルー プ と

して,16グ ルー プ構 成 した。2つ の教室 に

8グ ループずつ分かれ,4グ ループが実践 し

ている場面 をほかの4グ ループが見学 し,次

の週に実施 グループが入れ替わるとい う方法

で行った。

実際に学生が行 う前に,教 員2人 と大学院

生1人,学 生4人 でお手本を見せた。アイス

ブレイキ ングから実施 し,教 員が リーダーを

担い,コ･リ ー ダーは学生,テ ーマを出す人

を大学 院生 とした。 また,SSTの 基本 とルー

ルを紙で示 し,学 生に説明 した。

学生が行 う際は,学 生 自身が練習 したい と

思っていることをテーマ にした。 テーマの内

容は,「 初対面の人 との会話 が うま くな りた

い」や 「親 に相談 したいことを うま く運ぶ よ

うに したい」 な どがあ った。SSTの 進行 に当

たっては,発 言者が発言 した ことに対 して拍

手をす るな ど,肯 定的な反応をとる ことを心

がけるよう説明 した。

○調 査

演習による日常 でのコ ミュニケーシ ョン行

動の変化 を把 握す る ことで,コ ミュニ ケー

シ ョンスキルの向上･獲 得を検証するために,
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看護師の援助的役割

○患者の言動の背景にある意味を くみ取る

○その人の生活背景を理解する

○患者の自立性を見失わない
･患 者の持っている意思,心 の強さの力

を信 じる
･患 者の生きる力を強める支援をする

事例:看 護における援助的人間関係

〈患者 とい う役 割 につ い て考 え よ う!!>

Aさ ん,男 性,36歳 。妻,1歳 と5歳 の子どもの4人 暮らし。

転勤の辞令があり,家 族と共に東京から福岡に引っ越 してきた。

1カ 月ほど経過 した時期から,不 眠.食 欲低下が生 じ,次 第に会社

を休むようになった。死にたい気持ちも出てきたため,病 院を受診 し

た。うつ病と診断され,精 神科病棟に入院 した。

コミュニケーションの構成要素 コミュニケーション演習Iの 概略

調 査を行 った。調 査表 は,廣 瀬 ら5)が 作成

し,妥 当性が検証 されている 「基本的コミュ

ニケーシ ョン尺度」を用いた。

アンケー ト調査は,講 義 および演習におけ

るコミュニケーシ ョンスキルを高める学習の

効果を検証するもので,演 習開始前 と終了後

の計2回,同 様の調査 を実施 した。結果の詳

細は後で詳 しく述べ る。

○2014年 度 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン

ス キ ル を 高 め る教 育 方 法

2014年 度 では,4つ の 内容 で講義･演 習

を行 った。次に,そ の内容を紹介する。

1.社 会 的 相 互作 用:相 手 の言 動 の

背 後 にあ る意 味 や生 活 背 景 を考 える

社会的相互作用の単元 では,社 会的相互作

用の意味を説明 し,オ ープン･ク エスチ ョン

や クローズ ド･ク エスチ ョン,聴 き手の聴 く

姿勢,そ して看 護にお ける援助 的人間関係

(表1)を 考 えるため,事 例(表2)を 用 い

て患者の言動の背景 にある意味や生活背景 を

考 える ことや,患 者の力を信 じることの重要

性を伝 える。

2.コ ミ ュニケー シ ョン:コ ミ ュニ

ケー シ ョンの 構 成 要 素(図2)

コミュニケーシ ョンの単元では,コ ミュニ

ケー シ ョンの構成要素を説明 し,言 語的･非

言語的表現,コ ミュニケーシ ョンの障害 とな

るものや,コ ミュニケー シ ョン時の環境 の重

要性 を説明す る。その後,コ ミュニケーシ ョ

ン演習Iを 実施す る。

コミュニケーシ ョン演習1(図3,表3)

目的:言 語的 ・非言語的表現 によって,ど の

ような影響が考 えられ るかを体験す る。

方法:聴 き手1と 聴 き手2の 紙を裏返 しに し

た状態で,2人 一組をつ くり,学 生 には口

頭で 「聴き手1」 もしくは 「聴き手2」 の

表現をよく理解 した上で,話 し手 とのコミュ

ニケーシ ョンにおいて紙面上に指示 されて

いる表現を使用するように伝える。つ まり,

話 し手は何が行われ るのか分か らない状態

で コミュニケーシ ョンが繰 り広げ られ る。

コ ミュニケー シ ョンのテーマを,「 大学入

学後の 自分の出来事」 として3分 間話す よう

に した。

終了後 は別 の2人 一組をつ くり,1回 目に

聴 き手だった学生は話 し手 とな り,聴 き手は

1回 目とは異なる紙 を取 り,同 様のテーマで

コミュニケーシ ョンを行 う。 また,個 人で体

験 を振 り返 り,さ らに2人 一組で体験 の学び

を共有す るよ う説明 した。
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指示書の内容

聴き手1
*下 記の表の言語的表現･非 言語的表現のA～Jで
「1」 を実施し,一 生懸命に話し手の話を聴く。

1 2

A 相手の問に返事をする しない

B 相づちを打つ 打たない

C 質問をする しない

D 話を促す 促さない

E それまでやっていたことをやめる やめない

F 相手と視線を合わせる 合わせない

G 相手の方に身体を向ける 向けない

H うなずいた り,首 をか しげたりする しない

I 話す内容に応じて,感 情を表現にあらわす あらわさない

J その他,思 いつくことはなんでも

聴き手2
*下 記の表の言語的表現･非 言語的表現のA～Jで
「2」 を実施し,話 し手の話を聴く。

1 2

A 相手の問に返事をする しない

B 相づちを打つ 打たない

C 質問をする しない

D 話を促す 促さない

E それまでやっていたことをやめる やめない

F 相手と視線を合わせる 合わせない

G 相手の方に身体を向ける 向けない

H うなずいたり,首 をか しげたりする しない

I 話す内容に応じて,感 情を表現にあらわす あらわさない

J その他,思 いつ くことはなんでも

大森武子,大 下 静香,矢 口み どり:仲 間 とみが く看護の コミュニケーシ ョン･セ ンス,P.14,医 歯薬出版,2010.

3.人 間 関係 を築 く面 接 方法:

基 本 的 な コミ ュニケー シ ョンスキル と

相 手 の身 にな ってみ る

人間関係を築 く面接方法の単元では,面 接

の 目的や意 義,方 法 を説 明 し,基 本 的な コ

ミュニケーシ ョンスキルを伝える(表4)。

また,た だ単にコミュニケーシ ョンスキル

だけに とどま らず 「相手の身になってかかわ

る」 ことを考 えて もらう。

最後に,基 本的なコミュニケー ションスキ

ルを用いる実践を行 う。

話 し手･聴 き手･観 察 者が3人 一組 とな

り,テ ーマ を 「最近感動 した こと」 「や って

みたい こと」 「今興 味を持 ってい ること」 の

中から選 び,コ ミュニケーシ ョンを行 うよう

にす る。学生は,観 察者を体験することが初

めてであ り,観 察者を体験することで,自 分

のコ ミュニケーシ ョンスキルを客観的に振 り

返る ことができている。

4.看 護 面 接 技 法 の 実 際:観 察 者 を

体 験 し,自 己 の コミ ュニケ ー シ ョン

スキ ル を振 り返 る

看護面接技法の実際では,次 のように これ

までの講義演習の統括 した演習を行 う。

コミュニケーシ ョン演習 Ⅱ(資 料3)

目的:基 本的な コミュニケーシ ョン技法を用

い,日 常生活の中で効果的なコミュニケー

ションができる技法を習得する。

方法:学 生は基本的に3人 一組 とな り,話 し

手･聴 き手･観 察者の役割をそれぞれが担

コミュニケーションの基本

・目線を合わせる…自然でないと緊張する ・うなずき

・積極的傾聴技法

あいづち

肯定的あいづち

中立的あいづち(驚 き･先 を促す･キ ーワー ド)

否定的あいづち

繰 り返 し

言い換え:同 じ意味の異なる言葉 と入れ替える

長谷川浩:人 間関係論 系統看護学講座 基礎分野,医 学書院,2014.

岡堂哲雄:人 間関係論入門 ナースのための心理学④,金 子書房,2010.を 参考に筆者作成

い,「 誰か に聴い てほ しい」 と思 ってい る

こ とを テー マ に10分 程 度 コ ミュニ ケ ー

シ ョンを行 う。

演習中,コ ミュニケー ション振 り返 りシー

ト(資 料2)を 用いて,観 察者は聴 き手を観

察 し,チ ェック項 目に記載す る。演習後は,

振 り返 りシー トを用いて,良 か った ところ と

改善 した方が良い と思 うコミュニケー ション

技法について各 自が発言 し,皆 で共有する。

*相 手を責めるとい うことではない ことを強

調 し,意 見を言えるような環境を設定 した。

また,1つ の コミュニケーシ ョンテーマ ご

とに振 り返 りを行い,今 後 どのように した方

が良いかを検討 し,皆 で共有する。

1つ のテーマが終 了したら,観 察者が記載

した振 り返 りシー トを聴き手に渡す。

〈学生への教示〉(表5)

教 員の役割:2部 屋 に分 かれて演 習す るた

め,各 部屋を教員が1人 ずつ担 当し,学 生

の演習状況を観察する。

学生 の基本的なコミュニケー ション技法
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コミュニケーシ ョン演習 Ⅱのオ リエンテーシ ョン

目的:基 本的なコミュニケーション技法を用い,日 常生活の

中で効果的なコミュニケーションができる技法を習得す

る。話 し手が,話 を聴いてもらっているという姿勢を身に

付ける。集団学習の中で,自 己の考えや感 じたことを表現

することの重要性を知る。

目標:① 基本的コミュニケーシ ョン技法を習得できる。

②振り返 りを行い,自 己のコミュニケーションの傾向

や,自 分の集団学習においての役割をどのようにと

らえているかを考えることができる。

③ 自分の対人関係の築き方やコミュニケーシ ョンの今

後の課題を,明 らかにすることができる。

方法:

1.部 屋は2カ 所に分かれて行う。

小講義室2の 担当教員は焼山,小 講義室4は 石飛が担当

する。

基本的に3人 一組となり,そ れぞれが話 し手･聴 き手･

観察者の役割を担う。

2.話 し手が 「誰かに聴いてほしい」と思っていることをテー

マに,10分 程度コミュニケーションを図る時間を持つ。

*「誰かに聴いてほしい」 と思 っていることを,す でに

友人同士などで話 している場合は,教 員からテーマを

もらう。

3.役 割の心得

1)話 し手は,目 の前の聴き手に対 して話 しているとい

うことを忘れずに。スピーチではない。

2)聴 き手は,話 し手のテーマについて質問するところ

から始める。聴き手は,基 本的な言語的･非 言語的

コミュニケーション技法を活用する。

3)観 察者は会話に入らず,コ ミュニケーシ ョン技法が

活用されているか,話 し方･聴 き方を観察する。

観察者は,聴 き手のコミュニケーション技法を観察

し,振 り返 りシー トのチェック項目の確認とコメン

トを記載する。

4)全 員が話 し手･聴 き手･観 察者の役割をすべて体験

する。

5)時 間があれば,グ ループを再編成 して演習を続ける。

4.基 本的な言語的･非 言語的コミュニケーシ ョン技法

○面接(話 す時)の 環境を整える

座る位置や距離

○うなずき ○あいづち

○繰 り返 し(リ ピー ト) ○言い換え

○表情や目線などの非言語的コミュニケーション

5.振 り返り

振 り返りシー トを用いて,良 かったところと改善 した方

が良いと思うコミュニケーシ ョン技法について各自発言

し,共 有する。⇔人を責めるということではな く,5分

程度で振 り返 りを行う。1つ の面接テーマごとに振 り返

りを行う。

今後 どのように した方が良いかを検討する。

観察者が記載 した振 り返 りシー トを聴き手に渡す。

〈コメン トの例〉
･あ いづちは,タ イミングよく打つことができていた。
･座 る位置が○○だったので話 しやすかった。

･う なずきが多かったので○○だった。

･面 接の中で気になったところは,○ ○であった。

☆最後に,演 習を通 しての学びと感想を記載 して くださ

い。

学生への教示

1)話 し手は,目 の前の聴き手に対 して話 しているとい

うことを忘れずに。
スピーチではない。

2)聴 き手は,話 し手のテーマについて質問するところ

から始まる。

聴き手は,基 本的な言語的･非 言語的コミュニケー
ション技法を活用する。

3)観 察者は会話に入らず,コ ミュニケーション技法が

活用されているか,話 し方･聴 き方を観察する。観

察者は,聴 き手の コミュニケーシ ョン技法を観察
し,振 り返 りシー トのチェック項 目の確認 とコメン

トを記載する。

4)全 員が話 し手･聴 き手･観 察者の役割をすべて体験

する。

5)時 間があれば,グ ループを再編成 して演習を続ける。

演習前後におけるコミュニケーション行動の変化

石飛マ リコ,金 山正子,焼 山和憲:看 護 系大学入学後の初期段 階におけ る

コミュニ ケー シ ョンスキルを高 める教育 方法－ 対話技法の効果 に焦点をあて て,

福岡大学 医学紀 要,Vol.40, No.1/2, 2013.

の使用状況,表 情やグループでの振 り返 り

の状況を観察し,円 滑に演習が進んでいな

い場合は介入する。

演習の評価

○2012年 度 の 調査 結 果

演習前後におけるコミュニケーション行動

の変化結果は,図4に 示す項 目で有意な差が

得 られた。

また,演 習で獲得 したコミュニケー シ ョン

スキルを実践す ることで,自 己の振 り返 りと

コミュニケー シ ョンスキルの大切 さについて

理解 していた。
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○2014年 度 の 振 り返 り

毎回の演習において,感 想や学 びを記載 し

て も らった。学 生 は,一 つ ひ とつ の体 験 に

よって,コ ミュニケー ションスキルの重要性

を改めて気づ くことができた。また,相 手の

身 にな ってコミュニケーシ ョンをすることの

大切 さを学んでいた。

ま とめ

学科 内の看護 学領域 と連携 し,コ ミュニ

ケーシ ョンスキルの向上 に関す る教育方法を

系統立てる ことが必要であ る。 また,学 生は

観察者 の役割 を担 うことや,相 手が親身 に

なって聴いて くれている体験 を通 して,自 己

のコミュニケーシ ョンスキルを振 り返る機会

にな っていたことが分かった。

コミュニケーシ ョンスキルの獲得は短期 間

では難 しく,継 続することが重要である。今

後 は,1年 次か ら4年 次にかけて,個 別のコ

ミュニケーシ ョンスキル向上のプロセスを把

握で きるツールを開発する ことが必要である

と思われる。
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